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１ 園の経営目標 
・保育目標「よく遊ぶ子ども よく考えて行動する子ども 思いやりのある子ども」を育てる。 

・子どもの人権を尊重し、子どもが自分は愛されているという実感をもって、自己を発揮できるよ

うに、環境を整えたり援助をしたりする。 

・保護者と担任が対面しやすい職員の勤務体制を構築し、保護者の気持ちに寄り添い、保護者が子

育ての喜びを感じられるようにしていく。 

 

２ 園の現状 

・子どもは保育者に思いを受け止めてもらいながら、安心した気持ちで生活している。 

・園庭や室内では、子どもが「やってみたい」「楽しい」と思える遊びの環境をつくり、子どもの

発達や興味に合わせて、保育者が定期的に環境の再構成をしている。 

・園周辺に生き物や植物などの自然が多くあり、季節を感じたり自然物に触れたりしている。 

・コロナ禍で地域の方との交流や行事が出来なくなっているため園内で工夫を凝らしながら、子ど

もたちの様々な体験の機会を設けていく必要がある。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもの豊かな感性を育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・歌や楽器、生活の中の音を通して
音の面白さを感じる機会をつく
る。 

・心地よい歌を聞いたり、自然の音に耳を澄ましたりする機
会をつくる。 

・楽器の音色やリズムを聞き、音楽の楽しさや美しさを感じ
られるような、職員によるミニコンサートを年４回行う。 

・自然物に関心を深める環境にす
る。 

・遊びの中に草花や虫に触れたり自然物を取り入れたりす
る。 

・食育を通して、植物への興味が持
てるような機会をつくる。 

・食材に触る、においをかぐなど、五感で感じられるような
活動を取り入れる。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもが主体的に遊ぶ環境をつくる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・すすんで体を動かして遊びたくな
る環境をつくる。 

・子どもが自分からやってみたくなる運動遊びの場を、年４
回見直し、園庭や廊下、ホールに設定する。 

・様々な素材にふれ表現する喜びを
感じられるような環境をつくる。 

・製作したものを飾ったり、すぐに使って遊んだりできるよ
う園庭にも場を設ける。 

・絵本を通して想像力や好奇心が育
つ環境をつくる。 

・子どもの興味や発達に応じた、絵本コーナーを設置する 
・絵本の世界を楽しめるような献立を年４回提供する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

子ども理解を深め、保育の質を高める 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・人権についての理解を深め、応答
的、肯定的にかかわる。 

・ガイドラインや資料を基に、応答的、肯定的なかかわり方
やプライベートゾーンについて具体的に学ぶ。 

・保育の振り返りを行い保育の質を
向上させる。 

・クラス内の振り返りを、毎日実施し記録する。振り返りを
もとに明日の実践に活かすＰＤＣＡサイクルを構築する。 


